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　　　秋田県花』岡鑛画の物理探鉱につ炉て
○
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　The　Qres　are、massi▽eヤepla叩ment　deposits

of“Kurokδ”type　in　Hlanaoka，Mine．　The
coun¢ダrock　is　mainly　of・green　tu丘　It　is

supPosed虚hat　basaItic　andesite　has』act6d段串

cap　rock　on　thes60re　deposits。．

　A　seismic．and’electオic　me窃odねas　been　

pe士fdrm6d　to　research　the　orざdeposits　which

are　hidd，en　by　Qu＆temary　forlm＆tion。　The

writ6r　ha．s　recognized　some1ndic鼠tions　o£　、
sp・ntaneO“sp・1ariz＆ti・n・wingt・th6dεP・si㌻s

which　are　hidden　i耳＄hallow　depth・Value呂・

of　the　negative“enters　are　from50rto．、2QO．

、血V．The　writer　discovers　the　in，d．ication　of

、sporlta．ueoμs．Pρlarlzation　at　Ubazawa．炉A

seismic　metho（i・has　b（垂en　a室）Plied　to　deter－

mine，the　geolo暮ic　stru¢ture　of　basaltic　an」

desite　whiqh　ha，s　played　a　pa，rt　of　cap　fock

on　the　oτq　deposits・

1，緒　言
　花岡鉱山は秋田県北秋田郡花岡町に在り，奥羽本線大

館駅の北方約4kmに位する。花岡鉱山の鉱床は所謂黒・

鉱鉱床に属する塊状鉱体であつて，大山山脈東麓め緩傾

斜部翠びその周辺雫地に存在し・これらは乖に露頭及び

試錐探鉱を基ξして開発されたもめである。今後新鉱床

発見のためにぼ第四紀暦で被覆された準地下の探鉱が問

題となり，叉探鉱深度の塘大が望まれるのである。この

，えめには地質鉱床調査，物理探鉱調査の必要が痛感され

1るQである。処で地質鉱床につv・ては終験後花岡鉱山に

索られた堀越義一氏。組野芳雄氏等によつて大v・にその　．

様子が明らかにされて來た。叉物理探鉱については大正

ユ5年京都大学藤田義象博土により堂屋敷鉱床附近におい

、』て自然電位法による調査が行われて以來各方面の諸氏に

管物理探鉱部㍉
地質月報第2巻第1号

より主として電気探鉱，試験的に地震探鉱，重力探鉱等

が行われたゴ1　暫、1曽F

　かよ5嫌況の下で筆都偶々駆022．年10月中旬

から同年ユ2月中旬にかけて花岡鉱嘩こ狩V・て地震探鉱

及び電気探鉱調査を実施する機会を得た。その結果雫原

下の地質状態につ“ての推定を下し，，今後の探鉢に対す

る指針塗得たのぞある。その後餌山において一部試錐i探

、鉱が行われ・麺下約100mにおV・て新鉱床が発見された9

勿論この鉱床は未だ充憂明らかにされていないが，調査’．

の結果はこの種の鉱床に対する物理探鉱の適用につ仏で

右意義なるものと思わ紅るpで，調査結果を報告すると

共に，物理探鉱の適応性について球べた》ξ思う。

　調査に際してぽ元鉱業試験所長加賀山一氏，同和鉱業

　　　　　　　　　　　　　ヨ株式会艦欲同蕨岡蝶励徽鵬濡槌雛床
につV・ては堀越義一氏，調査計画及びその施行にづいて

億紺野芳雄氏に負5処大であるガこ玉に前記各位に対し．

　ソ深謝する次第である。なお本調査は筆者の外金子純，斎

藤友註郎，細野武男が物理探鉱に從事し，P野口保夫は測

　　　　　　　　　　　㌔量を差旦当・した。

　　　　2．地形，地質及び鉱床

　本区域西部には南北に蓮なる斯謂大山山脈があり，各、

’
峰

は海抜30q～400mの高距である。’大山山脈山麓に発

蓬する台地は花岡附近のみならず附近ブ帯に広く分布し

　　　　　φ大館盆地を形成する。台地は海抜100m内外である。・

　本区域附・近の地質は中新世の堆積岩類即ち緑色凝友岩

・凝次質頁瀞砂岩・礫岩及び同時代g石英粗面岩乙流紋岩

・安輿岩・南武岩質安山岩と第四紀の堆積暦から球ρてい

る6最古の岩石は古期の安山岩で礫岩及び砂岩がこれを

不整合に覆つている。恐らくそれに続V・て緑色凝次岩が

堆積し，とれを覆つて所謂大山石英粗面岩の噴出があリジ1

・
．

更に凝荻岩の堆積が行われたのであり7，大山右莫粗面岩

噴出後，所謂猫鼻安山岩と称する玄輩岩質安山岩璽生成

があり，鼻後に大森山石英粗面岩の噴出があつ葦も⑳と　，

考えられる。域上の様な安画岩及び石英粗面岩の噴出時F

代を過ぎ㌧第四和暦の堆樟が行われた。第四紀段丘準積　　？

暦は石英組面岩・安山岩・凝次岩の礫及び浮石から成り，

その中に粘土を挾んでいる。

　鉱床は大山山脈東麓の緩傾斜部及び第四紀暦に覆われ

たZF地（り南北2・000卑東西1・200mの区域中に』夫小多数
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賢

存在し，地表に露出するか，或いほ地下浅所に存在し，最

車潔v榊輿鉱床に於“七鉱床頂部ほ地下80mである。鉱

床の種類は所謂黒鉱鉱床で，その形は塊状をなし，その規

模も種々あつて，最大の堂屋敷鉱床は径400mの円形で

垂直に100m以上連続し七いる。鉱床の母岩は主に緑色

凝炎岩で，安山岩は鉱床生成Q熱水溶液の上昇を阻止しノ

所謂「キヤツプ，ロツク」となりその下部の凝茨岩中に

鉱床を隼成せしめたとi考えられる場合が多い。鉱床周囲、
『
の
岩 石は種湊変質作用を蒙り，叉鉱床と母岩との境には

多くの場合粘土を挾む。．鉱石には黒鉱・黄鉱・珪鉱の3種

があるが，1鉱汰にこれが必らず共存するとは限らない。

　　　　　3・調査方針
花岡鉱山においては前述の様

ると考えられる徴候は明らかでない。これは堂屋敷鉱床
　　　　　ノて　　　　　ロ　　　　　の

の如く硫化鉱に富む鉱床で，その潜頭部が地表下琴q項程

度の浅所に存在し，鉱床上部に酸化帯を生成している場

含には，著しV・自然電位の徴候が生じ，そり探鉱は容易

である。然るに紳山鉱床め如く地表下80mの比較的深

所に余り大規模でなv・鉱床が潜在する場合には，1鉱床に

帰因する自然電流が比較的弱く，且つそれが深所にある

ため，・地表上に於“て認められる自然電位は微弱なもの

『となり，地表附近の不規則性によるものとの区別が困難

となる。

　今回の調査に際し堂屋敷鉱床の南西々1』900卑に位す

る堤沢鉱床に．於V・で試験的調査を行つた。堤沢鉱床は凝

、友岩中に胚胎する硫化鉄鉱体及び石膏体からなり，鉱床

に李原下の潜在鉱床の探鉱が問’

題となつ宅いるが，その方法と

‘
し て電気及び地震探鉱を実施し

たるこ．れによつて（1）鉱床に関係

ある現象を把握して直接探鉱を

行ず，（2）地下め地質構造を明ら

かにレて，鉱床と地質構造との

関係から探鉱に対する指針を与

　　　　　　　　■，

　　　　　　　　　　　ノ
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異常が認められるが，瀞山鉱床

．上に於いては潜在鉱床に帰因す
青

第1図，花岡鑛、肉地震讐鑛測線配農一図（第1区域》
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9　，

．ヒ部の硫化鉄鉱体の潜頭部は地表下25mに位する。なお

この区球匠於いて依地表から15mは玄輩岩質安山岩によ

つて被われてV・る。自然電位は鉱床上に於いて約50mV樗

の負異常があり，鉱床によ，る明らかな微候が認められる。

　堂屋敷鉱床の西方に当る姥沢におV、て自然電位法によけ
、．る調査を行つたが，との区域におV・、ては正負異常値の差

は100mV以上に達し，調査区域北東部に負中心が見出

された乙この区域は瞬に試錐探鉱により一部鉱床の潜在

が蜘られている処であつて，との齪蜘部は目然電位の負

中心とははずれ，1そあ周辺部に当つている。宿然電位の

結果から滲えると・負異常の主因としては鉱床既蜘部の．

みではなく，更に負中心附近から東南方にその起源が推

定されるのである。

　域上述べた様に，花岡鉱山においては浅所の鉱体の探

，鉱には自然電位法の適用炉期待されるのである。この場’

合鉱床は凝友岩中に胚胎し，その上部にあるrギ、ヤツプ，

ロツク」の安山岩が削られているか，もし存在するとし

ても余り厚くなV・場合警あると考えられる。　、か

　　ゴ；P　5・聾震探鉱
調査区域は（1）鉱山北方花岡町附近の第1区域（2）堂1

屋敷鉱床南方鉱山事務所附近の第2区域である。第1区

　〈4）第3測豫a3・okm／sec暦・第1測線の3・3km／

sec暦醤地奏の低速度暦下に分布する、これは凝塚岩上

瞭山骸い鮪難面岩鱗層が分侃て鴨ものに・
相当すると推定される。叉第2測線II附近がら北方に

、亘つて3・6km／sec内外の速度暦を認め資が，これは安、

山岩に相当するものε考えられる。この様に安山岩の傳

播速度が場所によつて異なるのは，その厚さによって岩

石の硬さに差累があるもののためと想像される。

　　（5）第5・6測線東端附璋に3・7．km／sec内外の速，

度暦が浅所に分布するが，これは石英粗面岩と推定され

る。　．

　　て6）第4測線II附近から第6漫唖線II附近に亘り4km／、

sec域上の速度の物質が潜在する。この形状深度につV・

ては充分明らかにすることは出來なかつたが，地質構造

解釈上注意すべきもので，恐らく安山岩乃至は珪化され

た石英粗面岩の様に思われる。　’

　〔第2区域〕・

　第1，2測線め結果を綜合しヤ次の事が考えられる。

　　（1）第1測線1附近から北寿にかけて0・8km／sec暦

が比較的厚くなつているのは，との附近に分布する粘土／

化された凝友岩及び第四紀暦に相当するものと考えられ

㌧

域に於V・七は6測線を，第2区域k於いては2潮線を設けた。・る・

各測線上に約5～20m毎に測点を配置し観測七

た。爆発点は各測線に2～4点設けた。爆発孔と

しては深度約5m内外の勇のを堀馨し，、同一爆

発孔セと於いて深度を変え数回爆発を行っ浸・潮

餐’、あ撚

濠．糠

バ

’＼

詑岡町部落西方に亘つて分布する。これは凝次　　、

，岩に相当するものと考えられる。

＼　　3

’
、
第

2図　花駒鑛山地震課鑛1則線齪躍図（第2区域）
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　・（2）第2測線II附近には地表の低速麟下1；1；5k血／

もec暦が比較的厚く分布している。

　（3）地表の低速度暦下に2．1ん2・5km／sec層がある。

とれは凝友岩庭租当するものと思われるが，第1区域の『

西南部の凝友岩の速度より小なる値を示している。　　・

　（4）第1測線βo～40の4．4kn、／see暦及び第2測

線29・）IIIの3．8km／s幾c暦は安山岩と推定され・tこれ

亀は稻荷沢肚宅南方及び第名測線耳1附近に露出する安

山岩と相連るものと考えられる。

　．（5）第1，2測線交点附近から第2測線9附近にかけ

て，4k卑／sec，程度の速度大なる物質の潜在が推定斉れ

る。これは速度から考えると安山岩程度のものである。

　　　　　6．・調査結果に対する考察

　今回の課査において餌床に直接関係あるもめと思われ、

　るのは，、自然電位の徴候である。自然電位の徴候は地下

浅所に賦存する撃床の探鉱には，ある程摩利用が期待出

　　　　　　　　　ヨ來るものと思われる。但し表土層が相当厚くなつた場合

鉱床による徴候が徴弱であると，表暦の不規則性による

　自然電位の変化との区甥がむずかしくなる場含も予想さ

　れる。なおこの区域の安画岩の山地歳いは第四輝段丘堆

　積暦からなる山地におV・ては，地形による自然電位の変

　化が多少認められる。即ち地形上昇するに從い目然軍位

　の上昇の傾向が認められたが，㌧これは自然電位の解釈の

　際注意すべき事である。

　鉱床あ揮性波傳播速度については，多くの鉱体が現在’

　稼行中のためダその状態を明らかに出來なかつたが，鉱

　床周辺においては低速度の物質が相当広く分布している，

ウ傾向がある。これぱ恐らく粘土化されたものの影響と思

　われる。

　今回の調査においては地震探鉱によつて主として地質

　分布を明らかにした。この場合安山岩と石英粗面岩どの

　速度を比較すると，前者が多少速度大なる様であるが，

　その差は小さく，叉フ・ウ状に分布するものや変質を受

　けたものは，速度が変化する傾向があるため，時にその．

　区別が困難となる。しかし凝亥岩とこれら火成岩との区

　別は明らかである。このことは探鉱上役に立つものと思

　われる。例えば第2区域に・おV・ては表圭暦下には凝友岩

　が分布してV・るが，この南部には安山岩が表土暦下に來

　てv・るρもし鉱床が安山岩をrキヤツプ，・ツク」とし

　てその下に胚胎するものとすれぼ1凝荻岩区域に鉱床が

　あれぼ極め七浅い処に胚胎する】わけで践うる。或いは嫉

　岩中にもし安山岩が局部的に入りこんでい，るものがあれ

，、ぼ，この下に鉱床賦存の可能性が考えられる。前者の場

　，合に億自然電位，或やは揮性波傳播速度から鉱床の潜在

　が推定されるものと思われる。後者の場合には自然電位

　　　　　　　　　、

法或いは地震探鉱法によつて直接鉱床を探瓢しようとす

，ることはなかなか難しV・。しかし凝茨岩巾の安山岩の分

布を明らかにするごとが出來れば，この区域における探

，鉱区域が限定されるわけである。例之ぼ第2区域におい

て第1，2，測線交点附近から西方に亘つて4km／sec程度

と推定され1る速度のものが潜在してV・るボ，、これは一1芯

　　　まり安山岩と撰したわけである・この区域に勲匠1櫛山

’において試錐探鉱を行つたが，凝次岩下の地下約70卑

に安山岩が存在し，その下に鉱床（地下100～140m）』が・

賦存している．ことが明らかになつた。

　さて次に考えられるととは，安山岩区域の下に胚胎す

る鉱床の探鉱である。これは堤沢鉱床の様に比較的浅い

場合には自然電位による徴候によつて探鉱し得る場合も

あ昂．し汎灘を塘すに從つて困難が塘レてくる♂

地震揆鉱屈折法にまつては浅所に安山岩の様な速度大欺、

るものがあるため，その下の速度分布を明らかにす御

とはむずかしい。ただことで考えられることは「キヤツ

　プ，ロツク」となつた安山岩が変質をうけてV、るため周

囲の安山岩と差異がありはしないかと云うことである。

　この変質に帰因しておこう自然電偉・比輩抗・運度等の変

化がどの程度のものであるか。この点を利用して間接的

に探鉱を行い得ないかの問題である。この点については「

未だ充分検討するまでに到りていなV・が，今後更々ヒ究明

　すべき、点と考えられる。

●

　　　　　　　7．、結・論

　秋田県花岡鉱山において，第四紀暦に覆われた恥原下

の黒鉱鉱床の探査についでは，直接鉱床に関係ある徴候

による場合，地質状態を萌らかにすることにより間接的

に探鉱を行う場含が考えられ多。直接館床に関係ある徴

候としては，浅所に胚胎する鉱床に．よる自然電位の如き

ものがある。しかし乍ら鉱床に直接関係ある徴候によつ

て探鉱を行V・得る場合は條件のよV・時である・從つて一

般的には地質状態を明らかにして試錐探鉱等に対ずる指

針を与え間接的に探鉱を行う場合を考えるべきである。’

この場合明らかにされた地質状態と鉱床胚胎との間の関

係によつてその場合の探鉱的価値が決まつて來る。今回

の調査においては鉱床胚胎のrキヤップ，・ック」となる・

安山岩の分布を明らかにした。この場合凝荻岩中に局部

的に分希『する安山岩を明らかにしてこの区域Q試錐探鉱

に対し極めて有効なる指示を与え碍たのである。安山岩、

区域の潜在鉱床探査につv・ては，鉱床生成による安山岩

の変質等による徴候を利用することにより，將來更に探

鉱上の進歩が期待されはしないかと想像される。

　　　　　　　　　／（昭和22年10ん12月調査）　　’
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